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安全衛生教育で正しい作業方法を伝えましょう

• 安全で安心な職場環境は、働く方にとって大切なだけでなく、顧客サービスの向
上にもつながります。

• 雇用形態に関わらず、従業員全員が積極的に安全衛生活動に取組むことが重要です。

「安全衛生教育」では正しい作業方法を伝えましょう

• ●「脚立の正しい使い方」「腰痛を防ぐ方法」「器具の正しい操作方法」などを知
ることで、労働災害を防ぐことができます。

• ●教育・研修では、「どんな労働災害が起こっているか」「どうしたら労働災害は
防げるか」「正しい作業手順（マニュアル）」はどのような内容かなどを従業員に
教えます。

• ●特に、初めて職場に就いた従業員には、雇入れ時に安全教育を行う必要がありま
す。

• ●労働災害事例を活用することも効果的です。



＜「４S活動」とは、労働災害の原因を取り除くこと＞

４Ｓとは整理・整頓・清潔・清掃の頭文字です。
整理・・必要な物と不要な物に分けて、不要な物を処分すること

①不要な物の廃棄基準、物の要不要を判断する責任者を決める。
②４Ｓゾーン（区域）を決めて、担当を決めて不要な物を定期的に廃棄する。
③管理者が定期的に整理の状況をチェックする。
④チェック結果をもとに廃棄基準などを改善し、必要に応じ見直す。

整頓・・必要な物をすぐにとりだせるように、わかりやすく安全な状態で配置すること
①現状を把握する。（置く物、置き場所、置き方、使用時の移動距離）
②置く物の種類、置き場所、必要数量を決定する。
（種類・量とも絞り、移動距離を短くすること）
③場所ごとの管理担当者を決める。
④取り出しやすく、しまいやすい置き方を決める。
⑤定期的にチェックし、必要に応じ改善する。

清掃・・作業する場所や身の回りのほか、廊下や共有スペースのゴミや汚れを取り除くこと
清潔・・職場や機械、用具などのゴミをきれいに取って清掃した状態を続けること、

作業者自身も身体、服装、身の回りを汚れのない状態にしておくこと。
躾・・・整理・整頓・清潔・清掃の４Ｓを守って確実に実行できるように習慣付けること。



安全活動（ＫＹ活動）

＜「ＫＹ活動」とは、潜んでいる危険を見つけること＞
だれでも、ついウッカリ・ボンヤリしたり、
錯覚したりすることがあります。
近道や省略をするなど、横着をするこ
ともあります。
このような人の行動特性が誤った動作などの
危険な行動（ヒューマンエラー）をもたらし、
事故・災害の原因となります。これらは、通常
慣れた業務で起こります。



安全活動（指差し呼称）

事故・災害を防止するためには、
仕事を始める前に、どんな危険が
潜んでいるか、「これは危ない」
という危険な箇所について確認し
合います。

そして、対策を決め、行動目標や
指差し呼称項目を設定し、一人ひ
とりが「指差し呼称」で安全衛生
を先取りしながら業務を進めます。
（Ｋ＝危険 Ｙ＝予知）



安全活動 危険の見える化
＜危険の「見える化」とは危険を共有する事＞
○危険の「見える化」とは、職場の危険を従業員で共有するために可視化
（＝見える化）することです。
○ＫＹ活動で見つけた危険なポイントに、ステッカーなどを貼り付けることで、
注意を喚起します。
○墜落や衝突などのおそれのある個所が分かっていれば、慎重に行動すること
ができます。

安全活動を推進するには、旗振り役が必要です。「安全推進者」を配置しましょう。



安全活動（周知・情報共有・注意喚起）
＜朝礼・夕礼などの通じた周知＞
○発生した労働災害や、その月の労働安全目標、あるいは、繁忙期などの時期やイベント
に応じた労働災害防止のための注意事項を周知します。
○パートタイマーやアルバイトは、勤務時間が多様で一堂に会する期間は少ないかもしれません。
伝達者を決めておくなどにより、さまざま機会を通じて全員に周知することで、当事者意識が
高まることが期待されます。

＜労働災害などのチラシ類での情報共有・注意喚起＞
○本部が発行する労働災害情報などの従業員の目に触れる場所（掲示板、休憩所）などに張り出
し、従業員の注意を促します。
○労働災害情報のチラシには、事故の内容、原因、状況、対策などを記載します。
○掲示場所の近くに労働災害につながるような「ヒヤリ」とした、「ハット」した体験などを聞
くための会合をひらき、従業員の労働災害意識を高めることも有効です。



安全活動（特別安全活動）

＜労働安全月間、労働安全キャンペーン＞
○労働災害防止活動を強化する事を目的として、
１年のある月を「労働安全月間」と定めます。

○この月間に、安全教育を行うことで、労働安全に
対する意識をより高めることが期待できます。

○従業員一人ひとりが「労働災害ゼロ宣言」などの
目標を宣言する取り組みをしている会社もあります。

＜「職場見直し時間帯の設定」＞
○１日の営業時間内に「職場見直し時間帯」を設置し、
作業場所や事務所を整理整頓しましょう。



以上

ご安全に！
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